チュウサンカン チイキ ノ サンソンリュウガク ニ ヨル ジュウミン エノ コウカ ト チイキ トクセイ : ヒョウゴケン カミカワチョウ ノ シツテキ ケンキュウ ヨリ by 佐藤 宏子 & SATO Hiroko
兵庫県立大学環境人間学部 研究報告第 17号 （8 pt） 
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Abstract：The present research aims to analyze the seminar records of conductors of Sanson-Ryugaku in 
Kamikawa-cho, Hyogo prefecture and the results of semi-structured interview with conductors in the 
program and people with experience of host family. It also studies the features of local community 
supporting Sanson-Ryugaku and the effect that Sanson-Ryugaku has on the host families, local 
residents and community. 
The research discovered as effects of sanson-ryugaku on host families the following: the experience 
made their lives worthwhile with sense of tension and responsibility, opened their mind to different life 
styles, behaviors and ways of thinking, broadened their social relationships, made them aware of the 
positive aspects of the local community, and brought more interest in the community. As the effect on the 
local residents, the sanson-ryugaku program brought them resolution of loneliness, opportunities to 
devote to the community and worthwhile lives. Finally, features of local community as a support to the 
program were: residents’ quick response to local agendas and decision-making, their flexibility to 
changes in the community, organizing ability, energy to take action, mentality of mutual help, and 
responsibility and educating abilities of host families. Through the sanson-ryugaku program, the region 
under the study has enhanced the quality of life of the elderly, broadened the social relationships and 
vitalized the local community. However, maintaining the program is becoming increasingly difficult due 
to serious aging and depopulation of the region and financial crisis of the local government. 
 
Keywords: mountain village; depopulated areas; sanson-ryugaku; host family; elderly; quality of life;  
features of local community; semi-structured interview 
 
１．はじめに 
2014年に総務省が過疎地域に指定する市町村は797、
わが国の市町村の46.4％を占めている（総務省，2014）。
過疎地域の多くは中山間地域および離島の限界集落・準
限界集落であり、こうした地域では近年の過疎化や高齢
化によって、後継ぎの確保が難しいことから高齢者夫婦
世帯や高齢者単独世帯の比率が急速に高まり、農業生産
活動の維持や次世代への継承、生活関連サービスの確保、
親族や地域社会による相互扶助機能の保持などが困難に
なっている（佐藤，2007；2014）。こうした中で、中山
間地域に暮らす住民は、「地域社会や自然環境への愛着」、
「作物を育て収穫することへの喜び」、「住み慣れた地域
で生活することへの幸福感」、「近隣や親族との親密な関
係を保持することへの安心感と満足感」、「次世代へ地域
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文化や生活文化を伝承する意欲と喜び」を心の拠りどこ
ろとし、生きがいを見いだしている（佐藤，2008）。 
また、過疎化と高齢化が進む中山間地域では、児童・
生徒の著しい減少による学校の統廃合問題が深刻化して
いる。総務省の「過疎地域等における集落の状況に関す
る現況把握調査報告書」によると、集落で発生している
問題として「小学校等の維持困難」をあげた自治体が
34.8％に上っている（総務省，2011）。一方、朝日新聞
によると、「全校児童30人学校」の小規模学校が、全国
では2013年の1557校から2040年の2833校へ、兵庫
県では2013年の15校から2040年の60校へ増加する
と予測されている（朝日新聞，2014）。学校の統廃合は
地域の人口減少を加速させ、集落の衰退を招く危険性を
孕んでいる。また、学校は、地域の人々にとって共同性
の基盤、共生的生活圏の核として存在しており、地域の
シンボルとしての学校に対する人々の感情は強く、廃校
は建物が消えるという以上に、目に見えない心理的な影
響を住民に与える（若林，2013）。このような近年の中
山間地域が抱える深刻な状況を背景として、過疎地域の
教育環境の改善、高齢住民の地域貢献・生きがい創出、
農村再生・地域活性化の方策のひとつとして、地域住民
と学校及び行政の連携・協力による山村留学が実施され
ている。 
山村留学は、1976（昭和 51）年に長野県北安曇郡八
坂村（現長野県大町市）で、（財団法人）育てる会によっ
て始められた教育実践活動である。山村留学は「主に小
中学生の子どもたちが一年間という長期間にわたって親
元を離れ、地元の学校に通いながら、さまざまな自然体
験と農山漁村の暮らしを体験することを主たる目的とす
る活動であり、農山漁村の自然と暮らしを中心に据えた
教育的取り組み」（結城，2007）である。現代社会にお
いて、子どもの自然体験・生活体験・社会体験の欠如が
問題視されるのに伴って、山村留学は注目を集めてきた
（川前，1998）。しかし、近年の山村留学には「過疎化
による学校統廃合を阻止する手段」（川前，1998）や子
どもへの教育効果（神田，1995；中森他，1998；山下
他，2007；山下他，2008）に加えて、農山漁村の高齢
住民の世代間交流や生きがい創出、「限界過疎地の社会経
済問題の解決の一環」（玉井，2003）といった新たな側
面への期待が高まっている。玉井は山村留学と過疎地域
の活性化対策との関係について、次の３点を指摘してい
る。第1に、学校がなくなると同時に集落の活動が消滅
し、生活が成り立たなくなるところが多い。とりわけ、
子どもの通える学校があるかどうかは、営農を続ける条
件や離農促進の条件ともなっている。第２に、増加する
耕作放棄地の用途は農地としての利用だけではなく、農
業体験学習や体験観光など、教育・文化活動としての使
途も選択肢として加える必要がある。第３に、人口移住
にともなう地方交付税の配分増加が市町村自治体の財源
不足を補填している（玉井、2004）。 
一方、山村留学研究全体の動向を整理した嘉村は、山
村留学研究の課題として次の３点をあげている。第1の
課題は、これまでの山村留学研究は量的調査が先行して
行われてきており、聞き取り調査は実施数が少ないだけ
でなく、それを主な研究のデータとして用いること自体
がほとんどなかった点である。第2の課題は、山村留学
研究の主な目的が、教育学や心理学の視点から山村留学
の課題やその子どもへの効果や役割の検討を行っており、
山村留学の受け入れ側である里親や地域住民を研究対象
としたり、地域コミュニティに着目した先行研究が数少
ない点である。第3の課題は、山村留学研究のなかで地
域コミュニティに着目した先行研究には、「農山村地域の
人間関係」、「地域の力」、「地域力」、「地域の教育力」、「農
村ならではの暖かい環境」、「都会にはない地域環境」な
どの言葉が用いられているが、その根拠を保つための具
体的な過程や詳細な実態に十分に踏み込めているとは言
えない。このため、今後は質的アプローチを中心にすえ
て、研究結果の具体性を高め、曖昧な言葉で語られてき
たものの実態に迫っていくことが求められていると述べ
ている（嘉村，2013）。 
 
２．研究の目的と方法 
本研究は、兵庫県神河町の「山村留学神河やまびこ学
園」の運営関係者および里親経験者に対する半構造化イ
ンタビュー調査の結果、運営関係者の講演録を分析し、
山村留学の受け入れ側の立場の人々の語りから、山村留
学による教育的効果、山村留学が里親経験者・地域住民・
地域社会にもたらす効果、山村留学制度を支えている地
域特性を実証的に明らかにすることを目的としている。 
 調査対象者は、「山村留学神河やまびこ学園」の運営関
係者として、神河町の前教育長である山田征男氏および
神河町地域交流センター長の藤田晋作氏、里親経験者３
人である。山田征男氏のインタビュー調査は 2013 年２
月21日、藤田晋作氏のインタビュー調査は2013年２月
26日に実施した。また、里親経験者に対する半構造化イ
ンタビュー「神河町山村留学における里親経験者調査」
は、神河町地域交流センターにおいて2013年２月26～
27 日に実施した。さらに、山田氏の講演録（2012 年６
月16日）を分析資料として用いた。 
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３．調査地域と調査対象者 
3.1 兵庫県神河町の地域概況 
本研究の研究対象である「山村留学神河やまびこ学園」
は、2005（平成17）年11月に神崎町と大河内町が合併
して誕生した兵庫県神河町にある。神河町は、兵庫県の
ほぼ中央部に位置する典型的な中山間地域で、2010（平
成22）年の人口は12,300人、総面積202.27㎢の約88％
が山林・原野で占められ、千町ヶ峰などの 1,000ｍ級の
山々に囲まれている（図表１）。 
 
図表１ 兵庫県神河町の位置 
 
「山村留学神河やまびこ学園」は、旧神崎町の最北端に
位置する旧越知谷第二小学校区の新田地区と作畑地区に
設置されている。新田、作畑の２地区は、神河町の中心
部から約 16 ㎞の地点にある海抜 420ｍの山間集落であ
り、美しい自然環境に恵まれている。しかし、昭和 50
年代以降基幹産業であった林業の衰退とともに、若者の
都市部への流出や少子化による過疎化と高齢化が進展し、
児童数が著しく減少した。2010（平成 22）年の国勢調
査によると、人口は新田地区が 65 人、作畑地区が 126
人で、２つの地区を合わせて合計 191 人である。また、
65歳以上人口が全人口に占める高齢化率は、神河町全体
では30.6％であるのに対して、新田地区は43.1％、作畑
地区は47.6％と高率である（図表２）。 
さらに、両地区の人口を 10 歳階級別にみると、新田
と作畑の両地区では 70 代の人口が最も多く、それぞれ
23.1％、22.2％と４分の１弱を占めている。次いで新田
地区では 60 代が 18.5％、作畑地区では 80 代以上が
19.0％となっている（図表３）。したがって、新田地区と
作畑地区を合わせると、60代以上の人口が両地区人口の
57.1％と6割弱に達している。これに対して、15歳未満
の子ども数は、新田地区で２人（13.1％）、作畑地区で
19人（15.1％）と非常に少ない。 
 
     図表２ 新田・作畑地区の人口構成 
総人口 15歳未満 15～64歳 65歳以上 75歳以上
（人） 12289 1614 6918 3755 2196
（％） 100.0 13.1 56.3 30.6 17.9
（人） 65 2 35 28 14
（％） 100.0 3.1 53.8 43.1 21.5
（人） 126 19 47 60 39
（％） 100.0 15.1 37.3 47.6 31.0
（人） 191 21 82 88 53
（％） 100.0 11.0 42.9 46.1 27.7
神河町
新田
作畑
新田・作畑
 
注）平成22年国勢調査 兵庫県町丁別人口より作成 
 
図表３ 新田・作畑地区の年齢階層別人口構成 人（％） 
新田 作畑 新田・作畑
20歳未満 3 ( 4.6) 21(16.7) 24(12.6)
20代 6 ( 9.2) 7 ( 5.6) 13( 6.8)
30代 2 ( 3.1) 4 ( 3.2) 6 ( 3.1)
40代 7 (10.8) 11( 8.7) 18( 9.4)
50代 11(16.9) 10( 7.9) 21(11.0)
60代 12(18.5) 21(16.7) 33(17.3)
70代 15(23.1) 28(22.2) 43(22.5)
80代～ 9 (13.8) 24(19.0) 33(17.3)
合計 65(100.0) 126(100.0) 191(100.0)
注）平成22年国勢調査 兵庫県町丁別人口より作成 
 
3.2 「里親経験者調査」の対象者の基本属性 
「神河町山村留学における里親経験者調査」の対象者
は、旧神崎町立越知谷第二小学校による「里親方式」注１）
で里親を引き受けた経験および神河町立越知谷小学校に
よる「農家センター併用方式」注２）で「受け入れ農家」（里
親）を引き受けた経験を持つ女性２人（事例１、２）、男
性１人（事例３）の合計３人である。 
事例１は、昭和28年生まれの女性で、調査時点で60
歳であった。家族構成は、留学生受け入れ時、現在とも
に夫の母、本人夫婦、娘の３世代家族である。これまで
に里親として男の子２人、女の子１人の計３人を延べ３
年３ヶ月受け入れた経験がある。本対象者は、高校卒業
後の３年間、灘神戸生協に勤務した後、「田舎に帰りたく
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なって」本地域にもどって来て結婚した。子どもが幼稚
園に入園した頃から、町内の縫製工場で働き、現在は地
域交流センターの食育担当者としてパート勤務している。 
事例２は、昭和24年生まれの女性で、調査時点で64
歳であった。留学生を受け入れた時期の家族構成は、本
人と３歳年上の夫、未婚の息子と娘の核家族であったが、
現在は、夫婦のみの世帯となっている。本対象者はこれ
までに、「里親方式」で３人、「農家センター併用方式」
の「受け入れ農家」として１人を延べ４年間受け入れた
経験がある。留学生は４人とも男の子だった。本対象者
は、高校卒業後から結婚退職するまで旧神崎町役場に勤
務していた。結婚後は専業主婦となったが、長男の小学
校入学を契機に歯科医院で事務員として勤務し、レセプ
トなどの医療事務を担った。49歳の時に、歯科衛生士に
なった娘に自分の仕事を譲って退職した。その後、50～
59歳の時には民生児童委員を務め、現在は社会福祉協議
会の配食ボランティアや「神河町地域交流センター」に
おいて山村留学生の生活文化体験の講師を務めている。  
 事例３は、本地区で昭和26年に生まれた男性であり、
調査時点で 62 歳であった。家族構成は、本人の母親と
妻、未婚の息子の三世代家族である。これまでに、男の
子４人、女の子１人の計５人を延べ５年間預かった経験
がある。本対象者は、高校卒業後、生家の林業、農業、
和牛の飼育を引き継いで生計を立ててきた。現在は地区
の区長を務めている。 
 
3.3 対象者が里親を引き受けた理由 
対象者は、里親を引き受けた理由として次の３点をあ
げている。まず第１に、小学校がなくなるのはさびしい、
学校を残したい、学校がなくなれば地域に活気がなくな
る、学校がなくなったら地区がさびれてしまうという危
機感から里親を引き受けた（事例１，２，３）。第２の理
由として、夫が役場勤務で、自分が民生児童委員をして
いたため立場上引き受けた（事例２）、対象者が区長とい
う立場にあり、地域社会を守るという責任感から引き受
けた（事例３）、山村留学推進委員と校長先生が留学生を
預かってほしいと頼みに来られたので地域の役に立ちた
いと思った（事例１）など、地域における自分や夫の立
場と責任感から里親を引き受けている。対象者の３人は
いずれも「区長、民生児童委員、PTA会長、婦人会の会
長など、地域の役職者は里親を引き受けざるを得ない」
と話しており、本地域でも里親の確保への苦労がうかが
われる。さらに第３の理由として、子育ての終わった女
性たちは、自分の子育ての経験を活かしたいという思い
があった（事例１、２）、息子が高校時代、姫路で寄宿生
活を送っていて、その家のお母さんにお世話になったの
で、自分も留学生を預かることで息子がお世話になった
人たちへの感謝の気持ちをお返しする恩返しのつもりだ
った（事例２）と話している。また、女性対象者たちは、
本地域には「留学生を預かったら、娘が結婚するとか、
息子が嫁をもらうとか縁起のよいことが起きるから、み
んな預かり」というジンクスがあると教えてくれた。 
 
４．神河町における山村留学の教育的効果 
 神河町の廃校利用の取り組み、神河町の山村留学制度
の導入については、尾崎公子の「学校統廃合に対する環
境人間学的アプローチの試み－神河町の山村留学に着目
して－」（2009）に詳しく述べられている。本章では、
山田氏と藤田氏へのインタビュー調査結果、山田氏の講
演録、山村留学地域交流センター資料および「兵庫県神
河町地域交流センター・山村留学神河やまびこ学園」の
ホームページをもとに、神河町における山村留学の教育
的効果を、地元の子どもたちへの教育的効果と留学生自
身への教育的効果の２つの側面から明らかにする。 
 
4.1 地元の子どもたちへの教育的効果 
 インタビュー調査から、山村留学による地元の子ども
たちへの教育効果として、次の３点が明らかになった。
第１に、地域文化の基盤・拠点である地元の小学校の存
続、学級数増加による教員配置数の増加、複式学級の解
消による児童の教育環境の整備および学力向上が実現さ
れたことである。 
「越知谷小学校は、今年度は残念ながら複式になりましたけれ
ど、留学生が来ることによって、複式学級が解消できることが
あるんです。私も複式を教えたことがありますが、非常に教え
にくいです。教えにくいということは、学力がつきにくいとも
言えるんです。だから、複式になるのを避けるために留学生が
来てくれたら、非常にありがたいんです」（山田）。 
図表４は、山村留学を実施している神河町立越知谷小
学校の全校児童数、地元児童数、山村留学生数、全校児
童に占める山村留学生の割合を示している。これによる
と、越知谷小学校は地元の児童数の減少を山村留学生に
よって補い、2010年度までは全校児童数50人を確保し
ている。2011 年には全校児童数の 24.4％の山村留学生
を迎え、単式学級を維持した。しかし、2012年度からは
山村留学生の減少傾向がみられ、越知谷小学校は単式学
級から複式学級へと移行している注３）。近年は、山村留学
生により 40 人規模の小学校として存続しているが、地
元の児童数の減少を山村留学生によって補うことが難し
くなっており、山田氏が指摘している学級数増加による
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教員配置数の増加、複式学級の解消による児童の教育環
境の整備および学力向上という教育効果は徐々に弱まっ
ていると言わざるを得ない。 
図表４ 越知谷小学校の児童数の推移 
全校児童数 地元児童数 山村留学生数 全校児童に占める留学生割合
（人） （人） （人） （％）
2005 71 67 4 5.6
2006 63 60 3 4.8
2007 60 51 9 15.0
2008 61 49 12 19.7
2009 53 45 8 15.1
2010 51 43 8 15.7
2011 45 34 11 24.4
2012 45 38 7 15.6
2013 43 34 9 20.9
2014 42 38 4 9.5
年度
注）越知谷小学校資料及び山村留学神河やまびこ学園ホームペ
ージより作成 
 
第２の教育的効果は、留学生を迎えたことによって、
地元の子どもたちの学校生活が豊かになり、地元の子ど
もたちの地域行事への参加や地域活動の取り組みが促進
されていることである。例えば、学校では、留学生がい
ろいろな考え方をするので授業が活発になったり、地元
の子どもたちが知らない遊びを教えてくれたり、運動会
で地元の子どもたちだけではできない団体競技ができる
ようになった。地域でも子供会が成立するようになった
り、町の球技大会が開催できるようになった。さらに、
留学生が「神河町地域交流センター」の指導員といっし
ょに村祭りや相撲大会に参加したり、収穫祭で太鼓を披
露したりすることから、地元の子どもたちも村の行事に
参加するようになって、地域の行事や地域活動が盛り上
がるようになった。 
「村祭りに留学生たちが参加してくれて、世代を超えた地域の
つながりが生まれました。それから、留学生が交流センターで
練習している太鼓に、地元の子どもたちも参加するようになっ
て活気がでました」（事例３）。 
第３の教育的効果は、留学生を通して地元の子どもた
ちが自分たちの地域文化とは異質な文化に触れることが
できることである。地元の子どもたちは、生まれた時か
らの固定された狭い人間関係や思考パターンを保持して
いる傾向が強く、都市部や海外からの留学生が身につけ
ている異質な生活文化や生活様式・考え方・行動パター
ンに触れ、大きな刺激を受けている。この点について山
田氏は、次のように述べている。 
「留学生から受けた刺激は、地元の子どもたちを覚醒させ、固
定的な行動や思考パターンをひっくり返し、人間関係や考え方
を柔軟にする絶好の機会となっています」（山田）。 
4.2 留学生自身への教育的効果 
 神河町の山村留学の特徴は、人を育ててくれる豊かな
自然環境と地域住民の人情や優しさが一体となって、子
どもたちの成長を育む教育環境が生まれている点にある
（山田，2012）。それでは、具体的に神河町の山村留学
は、留学生自身にどのような教育的効果をもたらしてい
るのだろうか。 
第１の教育効果としては、虚弱体質の改善と基本的な
生活習慣の確立があげられる。早起き、早寝、朝ご飯を
しっかり食べるなどの基本的生活習慣を身につけ、通学
のために毎日片道２～３キロを歩く、地元で採れた野菜
中心の食事をすることによって、留学生は喘息やアレル
ギーが改善し、心身が強くたくましくなっていく。 
第２の教育的効果は、山村留学によって留学生は自分
の居場所をつくり、自分の存在を認めてもらい自信を得
ている。留学生は都市部の大規模校から来る者が大半を
占めている。このため、山村留学で小規模な学校、地域
交流センター、農家における日々の生活を通して、自分
が学習、生活、行事のいずれにおいても主役であること、
互いの存在を認め合わざるを得ないことをはじめて経験
する。また、無口な子どもでも、近所のおじいちゃんや
おばあちゃんから通学途中、遊んでいるとき、センター
活動などで声をかけられるので、黙っていることができ
ない。「ありがとう」とか「おはよう」とか「こんにちは」
とか言わざるを得ない。学校の学習発表会でも人数が足
りないので、ひとりが２役も３役もやったり、長い台詞
を自分がなんとか言わないと次の人が台詞を言うことが
できない。留学生たちはこのような生活を通して、地区
や学校の一員となり、自分の居場所をつくっていく。留
学生たちは、自分の居場所を獲得することで大きな自信
を得て、責任感や自主性が育ち、たくましくなっていく。 
「都会から来て、こういう自然の中でのびのび遊んでいて、自
分で竹を切ってきて基地を作った子どももいたよ」（事例３）。 
第３の教育的効果は、留学生が我慢することを覚え、
耐える力を身につけることである。都市部において何で
も手に入る便利な生活をしてきた留学生は、コンビニな
どのお店、自動販売機のまったくない地域での生活を経
験する。また、交流センターではテレビ視聴やゲームは
しないので、彼らは、テレビを見なくても、ゲームがな
くても生活できることを知る。そして、医療機関も町の
中心部に行かないとないため、自分で風邪を引かないよ
う、食べ過ぎないように注意するなど、自分の健康状態
を管理することも自然に覚えていく。 
第４の教育的効果は、学習習慣が形成され、基礎学力
が伸びることである。地域交流センターでの共同生活や
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里親のもとでの生活によって基本的な生活習慣が身につ
くと、学習習慣も徐々に形成され、学校から帰ったら宿
題をやるようになる。また、学校でも教員の目が行き届
き、個別に徹底的に指導するため、基礎学力が向上して
いく。 
 
５．山村留学が里親経験者にもたらした効果 
山村留学制度には、留学生を引き受ける里親の存在が
不可欠である。しかも、里親の受け入れ状況によって、
山村留学の教育的効果や地域社会に及ぼす効果は大きく
左右されることから、里親は山村留学制度の成否の鍵を
握っていると言っても過言ではない。先行研究でも、里
親の負担の大きさや気苦労とともに、「地域の協力の有無
は、山村留学を成功させる上で重要な意味を持っている」
（川前・玉井，1997）、「里親が今後の山村留学の継続・
発展の重要な役割を果たす」（川前・玉井，1998）、「山
村留学にとって、地域住民による協力は非常に重要な要
素であるが、逆に地域からの信頼を失ってしまうと、制
度を運営していく上で、困難を抱える」（伊藤他．2009）
などと指摘されている。一方、留学生を引き受けた里親
側からみた場合、留学生を預かることは、里親にどのよ
うな効果をもたらすのであろうか。本章では「神河町山
村留学における里親経験者調査」の対象者の語りから、
山村留学が里親にもたらす効果について明らかにする。 
 
5.1 健康・精神面や気持ちの変化 
対象者は、留学生の世話を自分の代わりにしてくれる
人がいないので、風邪など引いて寝込んでいられないと
思い、自分の健康に気をつけた（事例１、２）、留学生を
受け入れている期間は緊張感と責任感で毎日張り合いが
あった（事例１）、よそ様の子どもの面倒をみているとい
う自覚や責任感、あんな預かり方していると周囲から言
われないようにという緊張感があった（事例２）と話し
ている。このような日々の緊張感や責任感は、日常的に
留学生の世話をしている事例１と事例２の女性対象者が
強く感じている。 
「いい加減な預かり方をされてる家はないと思います。みんな
口にはしていないと思うけど、ただ、ご飯食べさせて、学校送
り出して、それでいいって思ってる農家さんはいないと思いま
すよ。だからすっごく体力がいるんです。自分の体を精神的に
も体力的にもベストにもっていって預からんとあかんからね。
自分の子どもやったらでれーっとしてんのにね」（事例２）。 
「毎日、緊張感と責任感を感じました。子どもと接する張り合
いがあると体は健康に、心は元気になりました」（事例１）。 
また、３人の対象者は留学生を引き受けると、自分の
気持ちに変化が起きたと話している。例えば、「留学生の
元気な姿を見るだけで嬉しくなった」（事例１，２，３）、
「留学生が素直に挨拶してくれるだけで暖かい気持ちに
なった」（事例１，２，３）、「留学生が自分の子どものよ
うに感じられた」（事例１，２）、「自分の子どもが増えた
という気持ちになった」（事例１，２）などがあげられる。
事例３の男性対象者は、次のように話している。 
「里親を引き受けて自分は優しなった。子どもが風邪ひいたと
きは心配でね。子どもが元気ようしてくれんの見とったら嬉し
いって気持ちになったよ」（事例３）。 
 
5.2 異なる生活スタイル、行動様式、考え方への理解 
自分たちとは異なる都市部や海外などの生活文化や家
庭環境で育った子どもを里親として預かる苦労は、並大
抵ではない。里親たちは毎日、留学生の世話をすること
を通して、「環境によって子どもの育ちは大きく異なる」
と実感している。 
「何かをするように言っても『あとで』を連発したり、最初の
頃はおばあちゃんが話しかけても邪険にしたりして困りました。
でも、だんだん変わりました。子どもはどんな環境で育つかで
大きく違うことを勉強しました」（事例１）。 
「子どもは環境の違うところから来るでしょ。子どもは順応し
てすぐ慣れるけれど、預かっている側は年とってるから慣れる
のが大変。自分が子育てしたときのこと、自分の子どもたちと
比較して、こんなんではなかったと思う。ドイツから来た子、
母親が再々婚の子、お母さんが韓国人でお父さんが大きな会社
やっているお金持ちの子など、自分たちとはまったく違った環
境の子どもが次々にやってくる。これがしんどい」（事例２）。 
特に、毎日の食事には生活文化や家庭環境の違いが顕
著に表れることから、育ち盛りの留学生の食事作りは、
里親たちを悩ませる最も負担の大きい世話である。 
「ドイツから来た子は、自分の家では朝はパンとスクランブル
エッグを食べるって言うし、他の子もはっきりしていて、ボク
はこういうのを食べとったとか、これはボクんとこと違うとか
言いますよ。最初は『これは食べるだろうか』と心配して出し
ていたけれど、栄養面も考えて作るから、来た子に合わせてい
たらすごくしんどい。毎日のことなので、作った物を食べても
らわないとやれないから、田舎はご飯と味噌汁やって言って、
作ったものは食べてという方針を通しました」（事例２）。 
里親たちは、留学生が身につけている生活スタイル、
行動様式、考え方の違いに最初は当惑する。しかし、「留
学生はお客様ではないから」（事例２）と考え、状況に応
じて折り合いをつけたり、自分の方針ややり方を通した
りと臨機応変に対応している。そして、里親たちはこの
ような留学生を受け入れるプロセスを「貴重な経験をし
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た」（事例１）と感じており、留学生に「違う世界がある
ことを教えてもらった」、「成長させてもらった」（事例２）
と語っている。 
「自分が育てた子どもはふたりしかいないけど、里親をして２
人以外にも子どもを育てる喜びをもらいました。いろんな子育
てさせてもらったという感じです。留学生は、こことは全然違
う環境から来るので、こんな子がおったんか、こんな生活して
る子がおったんだと感じるところから、ああこういう生き方も
あったんやなあって、違う世界があることを教えてもらいまし
た。子どももそうやろけど、私らもすごく成長させてもらった
んです。」（事例２）。 
 
5.3 近所づきあいの活発化、社会関係の広がり、地域の
再認識 
里親を引き受けたことによって、対象者には近所づき
あいの活発化と人間関係係の深まりがみられる。例えば、
留学生を引き受けていると、近所からの差し入れが頻繁
にあるため、近所づきあいがいつもに増して活発かつ親
密になった（事例１）、小学校の先生、小学校や子供会の
若いお母さんたちとおつきあいするので人間関係が広が
り自分の気持ちが若返った（事例２）、里親同士で苦労や
しんどいことを話し合うので、里親同士の結束が強まっ
た（事例３）などが指摘された。事例２は人間関係の広
がりについて、事例３は里親を引き受けた者同士の結束
について、次のように話している。 
「里親をして、それまで全然知らなかった人とか友達がすごく
増えました。自分の子どもが大きくなると、小学校に行かなく
なるし、学校の先生、子供会、若いお母さん達とのつきあいは
なくなります。でも、留学生が来ると、学校の校長先生とか担
任の先生とか若いお母さんたちとおつきあいをするようになり
ます。体力的にはすごくしんどかったけれど、久しぶりに学校
の授業参観に行けて嬉しかったですよ。子供会にも参加しまし
た。気分もすごく若返りました」（事例２）。 
「里親しているとお互い大変だということが分かって、共通の
話題や苦労話があるから結束するんですよ。この気持ちは、預
からへん人にはわからないですよ。こんなことなかったら、よ
その子どもを預かる機会なんてないからね」（事例３）。 
また、里親経験者は、里親として嬉しかったこととし
て、留学生が山村留学を終えて親元に帰った後の交流を
あげている。例えば、受け入れ期間は無我夢中なので、
留学生が帰ってから（自分の）子どものように大きくし
たという実感が湧いてくる（事例１）、夏と冬の休みには
３～４日泊まりに来て成長した姿をみせに来てくれるの
が嬉しい（事例１、２、３）、小学校の卒業式に招待され
夫婦で出席して感激した（事例１）、大学生になった今も
父の日、母の日、敬老の日に電話してくれる（事例１，
２）、一人っ子の留学生と息子と娘が実のきょうだいのよ
うになり、子どもたちは現在も留学生とメールのやり取
りをしているし、息子の結婚式にも招待した（事例１）
などがあげられた。 
「留学生のなかには、故郷がほしかったという留学生もいて、
今でも家族ぐるみでつきあっています。お父さんがいない留学
生のお母さんから、子どもに意見してやってくださいと電話が
あって、主人がお母さんを助けなあかんからなあと話したりし
てます。わが子みたいなもんで嬉しいです」（事例１）。 
「里親していて、帰った後の交流が一番嬉しいです。自分の孫
の年齢の子を子どもとして預かっているから、体力はほんとに
いる。でも、預かっていた子から連絡があったときはすごく嬉
しいって、里親してた人はみんな言います。手紙1本、電話１
本がすごく嬉しいです。年賀状とか来ると『覚えてくれてたん
や』と嬉しくなります。この間、ノルウェー人の彼女連れてき
てくれた子にはほんとにびっくりしたわ」（事例２）。 
「私のところの留学生とは違うけど、彼を連れてやって来た子
や、若くして亡くなった里親さんのお墓参りに毎年来る子もい
ますよ。親子で来られて泊まって行ったうちもあります。」（事
例２）。 
「親戚が少ない家は、留学生や保護者と親戚同様のつきあいを
続けています。子どものいない人は留学生を子どものように育
てて、帰った後も子どものようにつきあっています」（事例３）。 
このような山村留学後の里親と留学生との長期間にわ
たる家族ぐるみの交流は、「山奥だから世間が狭い」とい
う住民の社会関係を広げ、豊かなものにしている。また、
「神河町地域交流センター」には、山村留学や僻地教育
を研究する大学生や研究者、林業体験や建築専門実習を
行う専門学校生なども訪問、宿泊しており、里親ばかり
でなく、地域住民と若者や専門家との交流も行われてお
り、本地域に活気をもたらしている。 
さらに、対象者の中には里親の経験を通して、自分が
暮らす地域の良さを再認識したと話す者もいる。 
「若い頃は町に出たいと思ったこともありました。でも、里親
として子どもを預かって、田舎の良さが分かりました。自分は
この土地に向いている、この土地で生きていきたいと実感しま
した」（事例１）。 
 
６．山村留学が地域住民にもたらしている効果 
 本章では、山田氏、藤田氏、里親経験者へのインタビ
ュー調査の結果から、神河町の山村留学が地域住民にも
たらしている効果について明らかにする。 
 
6.1 地域住民のさびしさの払拭 
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山村留学が地域住民にもたらす第 1 の効果は、「留学
生たちによって高齢の住民たちの寂しさが払拭され、住
民たちの気持ちが明るくなること」（山田氏）である。こ
の点について、里親経験者たちは次のように話している。 
「今、地元の子どもは幼稚園と保育園が４人、小学校が４人の
合計８人だけです。でも、地元の子に山村留学の子どもたちが
７人加わると、地区の人たちの気持ちが明るく、嬉しくなりま
す。地区のおじいちゃんやおばあちゃんたちに夜、交流センタ
ーに明かりがついていると嬉しいって言われます」（事例１）。 
「山村留学で子どもがここにおるから、わたしらは子どもの顔
が見られるんです。ここら辺って、ほとんど老人ばっかりの夫
婦ふたり暮らしです。ここではおじいちゃんとおばあちゃんし
か見ない。だから、子どもの顔を見たり、声を聞いたりしたら
心がほころぶし元気がもらえる。それが山村留学の一番大きな
効果だと思います」（事例２）。 
「子どもたちが『ただいま』って学校から帰って来るの見たら
嬉しいでっせ。畑におっても、向こうから『ただいま』いう大
きな声かけて、この地区にぞろぞろ帰って来る。子どもの姿を
みられることは素晴らしいしですよ」（事例３）。 
このように住民たちは、子どもの姿や顔が見られる、
子どもの声が聞こえる、「神河町地域交流センター」（旧
越知谷第二小学校）に明かりがついている、小学校の行
き帰りに子どもたちが「おはよう」とか「こんにちは」
と挨拶してくれる、時には子どもたちが農家に遊びに来
てくれることなどに大きな喜びを感じ、子どもたちから
元気をもらっている。また、留学生たちは、毎朝６時か
らの朝礼で、ラジオ体操をした後、「神河町地域交流セン
ター」から地区の集落に向かって全員で声をそろえて「お
はようございます」と大きな声で挨拶をする。地域住民
たちは、この子どもたちの声を毎朝聞くのが嬉しく、楽
しみである。 
 
6.2 住民の地域貢献・活躍の場と生きがいの創出 
 山村留学神河やまびこ学園では、地域住民が運営に広
く協力している。まず、前述したように、里親が果たし
ている役割は非常に大きい。里親たちは、留学生が病気
やけがをしないか、事故にあわないかと心配して留学生
を気遣い（事例１，２，３）、留学生に規則正しい生活を
することや、１日３食の食事をしっかり食べるといった
当たり前の生活習慣を身につけさせ（事例１，２）、勉強
する習慣のない子にしんどい思いをして宿題や勉強をさ
せ（事例１，２，３）、夜ひとりで寝られない子とは川の
字で寝たり、毎晩おねしょする子どもの面倒をみたり、
毎晩一緒にお風呂に入ったり（事例２）など、孫と同じ
くらいの年齢の留学生の「子育て」に手を焼いたり、喜
びを感じたりしながら、自分たちに任された里親として
の役割や責任を懸命に果たしている。 
「夜ひとりで寝られない子とは、主人と３人で川の字で寝まし
た。その子が、毎晩おねしょするので、主人はその臭いで頭が
痛くなってしまってたいへんでした。帰る頃にはおねしょしな
くなりました。うちに来た子と主人は、毎晩いっしょにお風呂
に入って、いろいろな話しをしていました」（事例２）。 
 また、里親は留学生に、みんなで助け合う田舎の人た
ちの人間関係の濃さやみんなの気持ちがひとつになるこ
と（事例１）、思いやりの心（事例３）を教え、田植え、
畑の草引き、トラクターに乗ること、法事や結婚式など
の行事に出席すること（事例２）、自然の中でのびのびと
遊ぶこと（事例３）など、田舎でしか経験できないこと
を体験させたいと考えている。そして、いっしょに買い
物や遊園地に行って楽しんだり（事例１）、温泉に連れて
行ってゆったりさせたり（事例２）など、留学生に温か
く細やかな心配りをし、留学生の生活を見守り、献身的
にサポートしている。里親たちは、留学生が留学期間を
終えて親元に帰る時には、身体が大きくなるだけでなく、
何か目に見えてこんなことができるようになった、こん
なところが良くなったと成長して帰ってもらいたい（事
例２）と強く願っている。そして、里親経験者は、留学
生の受け入れは気を遣うことの多い毎日ではあるが、「地
域の役に立っている」という喜びや生きがいがあり、里
親としての責任を果たしたという達成感が得られると語
っている。 
「自分のうちの子育てが終わってしまった後、留学生を預かっ
て地域の役に立てたことが嬉しかった。しんどかったけれど、
留学生の世話をすることは私の生きがいでした」（事例１）。 
「私には区長として今の地域を守るという責任があります。だ
から、子どもたちがセンターと自然のなかで、あれだけ成長し
て帰って行くという実績をつくることに、自分も協力させても
らっていることが生きがいになっていますし、達成感がありま
す」（事例３）。 
また、事例２は、香川県から山村留学した勉強好きな
６年生の男の子の里親になった。留学生のお母さんは問
題集を事例２の家にたくさん送ってこられたので、役場
勤務のご主人が毎晩、一生懸命留学生の勉強をみて、分
からないところは教え、まる付けをしたことをなつかし
い思い出として語っている。 
「自分も勉強せんとあかんですよ。そうしないと子どもに教え
られないですよ。主人は、『この子を預かって、わしはすっごく
賢くなった。勉強教えるのが楽しくて、生きがいだった』と言
うんですよ。留学生の子が、香川県の中高一貫の名門私立中学
校を受験して合格したのが、主人はすっごく嬉しくってね、み
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んなで大喜びしましたよ」（事例２）。 
さらに、事例２の対象者は、預かった子どもたちは突
然訪ねてくることが多いので、急に子どもが訪ねて来て
も「おばちゃん歳いったなあ」とか「昔のおばちゃんと
イメージ違うなあ」と子どもをがっかりさせないように、
外見も内面も「ぼくを預かってくれたおばちゃんのまま
でいたい」し、恥ずかしくないようにシャンとしていた
いので、「しっかりせんとあかんとか、いつまでも元気で
おらんとあかんという気持ちが、今の生きがいになって
いると思います」と話している。 
一方、地区の多くの高齢者たちも、留学生たちが稲や
野菜等の世話をする活動のために田・畑を貸出したり、
有償ボランティアで、田植えや稲刈り、茶摘み、さつま
いのも収穫、山野草採り、川遊び、餅つき、正月飾り作
り、草履作り、陶芸、柏餅作り、味噌造りなどの労働体
験・自然体験・生活文化体験の講師を務めている。高齢
住民たちにとって、子どもたちに農作業や遊びを指導し
たり、農山村の生活文化の指導や伝承をすることは大き
な喜びであり、生きがいとなっている。また、神河町地
域交流センターでは、地域住民を食育担当、管理担当、
業務・指導補助担当、厨房補助職員などの業務員スタッ
フとして、嘱託・臨時・パート雇用で採用し、いずれも
少額ではあるが賃金・謝金・日当を支給している。厨房
補助職員については、センターの登録名簿から、その日
に必要な人数を順番に雇用する方式をとっており、でき
るだけ多くの住民を公平に雇用するよう努めている。 
このように山村留学は、地区の住民に住み慣れた地域
での出番や活躍の場を与え、生きがいと雇用を創出する
効果をもっている。 
 
７．神河町の山村留学制度を支える地域特性 
山村留学は教育上のシステムであり、その取り組みに
は自治体と学校の理解と協力が必要である。しかし、実
際に山村留学を運営するためには、留学生を受け入れる
当該地域が山村留学制度を継続できる地域特性を保有し
ていることが不可欠である。先行研究では、地域特性に
ついて「地域の力」、「地域力」、「農山村地域の人間関係」、
「地域の教育力」、「農村ならではの暖かい環境」、「都会
にはない地域環境」などと表現している。本章では、神
河町の山村留学制度はどのような地域特性によって長期
的、継続的に支えられているかについて考察する。 
 
7.1 住民の優れた問題解決力－地域課題への迅速な対
応と決断力、熱意と結束－ 
地域特性としてまず指摘されるのは、本地区の住民が
優れた問題解決力を持っていることある。新田、作畑地
区は昭和 50 年代から深刻な少子化と高齢化が進展して
いた。こうした中で、1988（昭和 63）年に急激な児童
数減少への対策を話し合う「越知谷第二小学校の今後を
考える会」が発足し、1990（平成2）年に住民アンケー
トを実施した。この住民アンケートの中に、本地区の活
気を取り戻す取り組みとして、山村留学に賛成する意見
が数多く寄せられたことから、90年10月に「山村留学
推進委員会」が設置された。そして、「山村留学推進委員
会」の設置からわずか１ヶ月後の 11 月に、全区民集会
で越知谷第二小学校の存続と就学児童確保を目的とした
山村留学制度の発足を正式に決定し、翌 91 年１月には
５名の里親を選出した。その後、旧越知谷第二小学校で
の「里親方式」は13年間続けられ、延べ56名の留学生
を受け入れた。このような地域課題への極めて迅速な対
応と決断力、「おらが学校を守る」という住民の熱意と結
束によって、山村留学制度が導入され、維持されてきた。 
 
7.2 転換期を乗り越えた住民の柔軟でしなやかな判断
力と調整力、行動力 
 2005（平成 17）年に山村留学は転換期を迎えた。こ
の年、神崎町は大河内町と合併して神河町となり、児童
数が一層減少した神崎町立越知谷第二小学校は神河町立
越知谷小学校に統合された。住民は、地域社会が激動す
るなかで、山村留学制度を従来の「里親方式」から里親
の負担が減少する「農家センター併用方式」に変更して
存続させ、留学生自身や地元の児童への教育的効果、地
域活性化の効果を守り抜いた。そして、新田・作畑地区
の住民の文化・教育の基盤であり精神的拠り所であった
越知谷第二小学校の校舎を、約１億 5500 万円の工事費
をかけて、山村留学生の受け入れ、夏休み自然体験村・
ミニ山村留学などの短期留学生の受け入れ、学生や研究
者の山村留学制度や僻地教育の宿泊研修などの機能をも
つ「神河町地域交流センター」へと改修し、財団法人「育
てる会」に指導・運営を委託し、自然体験教育プログラ
ムを導入した。こうして、2005（平成 17）年に越知谷
小学校ではじまった「農家センター併用方式」は、2014
（平成26）年４月の第10期生の４名を含めて、延べ75
名を受け入れている。また、「神河町地域交流センター」
では、夏・冬・春休み短期山村留学、ミニ山村留学、週
末短期山村留学といった多様なタイプの短期プログラム
も開始され、多くの子どもたちが四季の自然と山村の暮
らしを体験している。「神河町地域交流センター」には、
（財）育てる会から派遣された指導員3名（学園生6人
に指導員1人の割合）、事務職員2名が配置されている。 
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このように 2005 年以降、山村留学は新たな運営体制
で引き継がれたが、これを可能にしたのは、激しく揺れ
動く地域社会に呑み込まれることなく、自治体や学校と
の話し合いを積み重ね、新たな山村留学システムを構築
し可動させた関係者と地域住民たちの柔軟でしなやかな
判断力と調整力、そして行動力であったと言えよう。 
 
7.3 「おせっかい」と「助け合い」の住民気質 
本調査の対象者に本地区の住民気質について尋ねると、
まず「せっかちやし、おせっかい。良い意味でも悪い意
味でも干渉しすぎ。山奥だから世間が狭い」、「近所のこ
とが気になり、うわさしたり、他の家のことに深く立ち
入りすぎる」、「親切で気にかけてくれているけど、おせ
っかい」、「隣の家にきょうは電気がつかない、家にだれ
もいないと気にする」、「朝早く電気ついとるとか、夜遅
くまで電気ついとるとか干渉する」、「おすそ分けと旅行
土産の習慣がある」などの答えが返ってくる。そしてそ
の後、「皆が助け合う」、「気は優しくて力持ち」、「昔から、
地域の大将になるような家や人がおらんよ」、「誰かがケ
ガしたり入院すると、畑仕事や草刈りをしてあげる。知
らん顔できない」など、地区の人々が助け合って日々を
穏やかに暮らしていることを話してくれる。そして、こ
のような住民気質が留学生の受け入れを支えていること
が、里親経験者の語りから伝わってくる。 
「自分ところで留学生を預かったでしょ。でも、みんなの気持
ちは、あそこの家が預かってるんじゃないの。うちで預かった
子は、地区全体で預かってるっていう感じになるんです。だか
ら、地区の人たちが子どもに食べさせてっておやつ持ってきた
り、白菜いっぱい採れたから食べてとか、筍の出る時分になる
と子どもに食べさせてって持ってきてくれます。みんながやっ
ぱりその留学生に何かしてやろう、こうしたらこの子が喜ぶか
なっていうおせっかいな気持ちを持ってるの」（事例１）。 
「留学生が帰ったあと、その子がその後どうしているかという
情報が地区の人たちの共通の話題になるんですよ。地区みんな
で預かってるという気持ちがあるからだね」（事例２）。 
以上から、本地区の「おせっかい」で「助け合う」と
いう住民気質が、「留学生を地区全体で預かっている」と
いう住民感情を醸成し、山村留学制度を支えている。 
 
7.4 「よその子」を「うちの子」として預かる里親の責
任感と教育力 
 ５章と６章で述べたように、山村留学制度の維持や実
施は、里親の献身的な労力の上に成り立っているという
側面が非常に大きい。現在の「農家センター併用方式」
は以前の「里親方式」に比べて、里親の負担が減少して
いるとはいえ、留学生は「受け入れ農家」の里親のもと
で、年間 100 日以上をすごす。里親経験者と山田氏は、
里親となった者が留学生に抱く心情について次のように
語っている。 
「里親をして、預かった子は、自分の本当の子どものような感
じがするようになりました」（事例１）。 
「里親になると預かった子どものことをみんな『うちの子ども』
って言うんです。よその子を預かってるんだけど、預かったら
うちの子になるんです」（事例２）。 
「先生と農家さんが集まって話し合いを1ヶ月に１回します。
そうすると、必ずみんな「うちの子どもが」とかって話すんで
すよ。他人の子どもを預かっているんだけれど、自分の子ども
になるんです。この気持ちは、留学生を預からへん人にはわか
らんです」（事例３） 
「『受け入れ農家』の里親さんたちは、『あんな、先生うちの息
子がな』とか『先生、うちの娘がこんなことしてな』などと、
山村留学で預かっている子どものことを自分の子どものように
嬉しそうに話すんですよ」（山田氏） 
 以上から、「よその子」を「うちの子」として預かる責
任感と教育力を持つ里親を確保できたことが、1992年か
ら23 年間にわたって131 名の留学生を受け入れた実績
をつくり、山村留学制度の維持を可能にしたといえよう。 
 
８．山村留学が直面している課題 
山村留学が直面している課題として、インタビュー調
査の対象者全員が、里親と地域住民の高齢化を指摘して
いる。里親経験者は「山村留学が始まった頃に留学生を
預かっていた時は、私ら40代とか50代だったけど、今
は 60 過ぎになっている。子どもは毎年、同じくらいの
年齢の子が来るからね。子どもがこの人 60 代だから合
わせよかとか、そんなんないでしょ。だから、60すぎて
も、70 すぎても、40 代の時と同じことするから、しん
どくなってくる」（事例２）、「年をとると自分たち夫婦だ
けが食べるんならいろいろしなくてもいいけれど、育ち
盛りの子どもを預かるとなると、食べさせなあかんと気
を遣ってしんどいです。また、病気させたら困る、風邪
ひかせたら困る、ケガさせたら困るって気を遣わなあか
んからしんどいと思います」（事例１）、「親が90歳を超
えて、世話や介護をするために里親を引き受けられない
農家が増えています」（事例３）と話している。 
また、第２の課題として、子育て期を迎えている住民
の子世代が地区から流出し、地元の子ども数が著しく減
少しており、越知谷小学校を維持できるかどうかが危ぶ
まれている現状が指摘された。平成22年の国勢調査によ
ると、新田・作畑地区の０～４歳の子どもは現在ひとり
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もいない。５～９歳がわずかに３人である。また、現在、
越知谷小学校に子どもを通わせている保護者の中にも
「近隣の小学校との統合を望む声もあって、山村留学は
続けていきたいと思うけれど、越知谷小学校を維持でき
るかどうかが不安な状況で、先のことは分からない」（事
例１)という深刻な実態がある。 
 さらに、山村留学制度を維持するために必要な自治体
の強力なバックアップをどのように得ていくが第３の課
題である。神河町は、平成26年度の一般会計等予算に、
長期留学事業を含む地域交流センター運営事業費として
4,393 万円、短期山村留学事業費 693 万円の合計 5,086
万円を計上している。自治体の厳しい財政状況と、合併
による広域化が進む中で、町全体の合意として特定の学
校の教育効果を低下させず、特定地区の活性化を図る施
策への理解と支援を得ていくためには、山村留学による
教育効果と地域社会への波及効果を本研究のような質的
アプローチにより明らかにするとともに、定量的な効果
の測定と事後評価の実施が求められるであろう。 
 
９．おわりに 
本稿では、20年以上の歴史を持つ兵庫県神河町の山村
留学・神河やまびこ学園の運営関係者の講演録、里親経
験者と学園関係者へのインタビュー調査を分析し、山村
留学による教育的効果、山村留学が里親経験者・地域住
民・地域社会にもたらす効果、山村留学制度を長期間に
わたって支えてきた地域特性について見てきた。 
1998（平成10）年６月、中央教育審議会は、答申「新
しい時代を拓く心を育てるために－次世代を育てる心を
失う危機－」の中で初めて山村留学に言及し、「都市部の
子どもたちが親元を離れ、山村など自然環境の豊かな地
域で暮らしながら、その地域の学校に通学したり、自然
体験や勤労体験など様々な体験活動をしたりする『山村
留学』は意義あるものと考える」と述べた。そして、「山
村留学の取り組みを一層進めるため、今後、受け入れ側
では、単なる過疎地の零細校対策としてではなく、町や
村をあげて中長期的な展望を持って事業に取り組んでい
くことが必要」として、学校存続のための手段として実
施される山村留学に警鐘を鳴らし、自治体に山村留学事
業への取り組みを求めている（文科省，1998）。この答
申から 15 年の歳月が流れ、多くの中山間地域では過疎
化・高齢化が一層深刻化している。こうした中で、山村
留学は2003年度の実施校196校、参加者数804人をピ
ークに減少を続け、2012年度には25都道府県の146校
で実施され、参加者数は510人となっている（全国山村
留学協会，2012）。 
インタビュー調査の中で里親経験者は、「この地区がさ
びれたら困る、この地区がなくなったら困るというみん
なの気持ちと危機感が山村留学を続けようとする原動力
になっています」（事例１）と語っている。地域社会を存
続・活性化すること、地域文化の拠点・住民の精神的拠
り所である地域の小学校を守ること、中長期的な展望を
持って山村留学制度を維持していくことの３者には、相
互に深い関連性がある。そして、この相互関連性を成立
させるためには、地元の子ども数を増やすことが不可欠
である。島根県中山間地域研究センターは、長期的に高
齢化率の上昇を抑え、小中学生数を安定させるために必
要な新規定住増加数をエリアごとに割り出す人口予測を
行い、明確な目標数値を住民が共有することによって、
住民の定住増加の具体的な行動につなげている（小田
切・藤山，2013）。また、鳥取県邑南町銭宝地区では、
集落点検を行った住民たちが「このままではまずい」と
危機感を持ち、都市部へ流出した地元住民との交流、U
ターンの促進、新規就農者の確保、地域資源の洗い出し、
大学との交流、６次産業化の推進などを主な柱とする事
業を立ち上げ、行政と協力してUターンや新規就農者の
確保に向けて就農支援と生活支援に取り組んでいる（坂
本，2014）。さらに、韓国では、日本を超えるドラステ
ィックな少子化と都市部への人口集中による著しい過疎
化、高齢化が起きている。韓国政府は、人口減少地域に
対する公募事業として「農漁村田園学校育成事業」（2009
～13年）、「農漁村拠点別優秀中学校の選定」（2013～15
年）などを推進し、小規模校の充実を支援している。公
募事業によって選抜された中山間地域の小中学校の中に
は、教育と地域との接合、教育と農業の融合による農村
教育プログラムを実行することによって、都市部からの
帰農者や帰村者注４）が流入し、小中学校の児童・生数の
増加がみられる地域も生まれている（閔丙盛，2014）。
こうした内外の先進的な実践事例に学ぶことは、過疎
化・高齢化が深刻化し、正念場を迎えている本地域にと
って、今後の構想と取り組みのヒントを得るために大き
な意義を持つであろう。 
 
（注） 
注１）山村留学の形態には、山村留学生が寮に寝泊まり
し、生活指導員とともに共同生活を送り、寮から学校
に通う「山村留学センター方式」、留学生が地元の農家
に下宿して農山村の生活文化を体験し、農家から学校
に通う「里親方式」、山村留学センター方式と里親方式
を併用した「農家センター併用方式」、家族全員が居住
できる住居を地元が用意し、親と子どもがともに農山
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村で暮らし、子どもは親の元から学校に通う「山村留
学住宅方式」の４つがある。 
注２）神河町で 2005 年度から導入された「農家センタ
ー併用方式」は、留学生が1ヶ月のうち20日間を「神
河町地域交流センター」で専任指導員の指導のもとで
他の留学生たちと共同生活を送り、残りの 10 日間を
各留学生の里親となる「受け入れ農家」で生活する方
式である。「農家センター併用方式」には、留学生が「受
け入れ農家」で生活することを通して、地元の人々と
交流し、生活体験や労働体験などをする里親方式の長
所と、里親の負担を軽減できるという利点がある。 
注３）公立学校の学級編制基準は、「公立義務教育諸学校
の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」によ
って定められており、２学年の児童数を合わせて 14
人以下になると複式学級となる。ただし、第１学年を
含む場合は、８人以下になると複式学級となる。 
注４）一般的に「帰農」という用語は、都会の人が農村地域
に新しく定着して農業を主な生計手段として生活するこ
とを指し、「帰村」は農村地域で暮らしながら農業以外の
職業について生活することをいう（閔丙盛，2014）。 
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